


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（始祖）（11代） （12代） （13代） （14代） （15代） （16代）
璉 嗣　武 季　槐 其　炤 懿　誠 宗　海 玉霖：光緒進士　高山陂龔氏
恩貢生 進　士 州南門 州背鍾氏 粋霖










































































































































































































































平楽協の捕船を襲撃した。さらに曾志七は嘉慶 16年 (1811) 5
月に陳安幅（横州人）ら 23名を集め、宣化県で客船を襲った。





































































嘉慶 15年 (1810)にも仲間 21名に従って蒼梧県の阮裔祺の家を
襲い、17年 (1812)には仲間 3名に従って黄金鼎の幼女を誘拐
した。また同年 11月には広東西寧県で牛を盗んだ。さらに 18



















して溺死した。また朱勝茂ら 4名は嘉慶 17年 (1812)から広東
南海県、貴県で當舗や客船を襲撃していたことが判明し、さら
し首となった。
◎謝二（広東高要県人）は嘉慶 15年 (1810)に広東四会県で 42
名の仲間と當舗を襲撃し、高要県では客民鄧広彦の金を奪い、
劉天福の妾を奪って妻とした。捜査の手を逃れて広西隆安県へ





嘉慶 20年 (1815) 5月に再び蒼梧県へ至ったところを藤県の差
役に発見され、抵抗の末に捕らえられた。謝二は強盗殺人の罪
でさらし首となった。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 6) 蘇成額奏、道光八年三月二十一日、軍機檔 59789号、台湾国立故宮博物院蔵。
 7) 民国『桂平県志』巻 29、食貨中、民業。
 8) 恩長奏、嘉慶十三年正月二十四日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 17輯、425頁、台湾故宮博物院蔵。
 9) 恩長奏、嘉慶十三年十月初四日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 21輯、367頁。
 10) 慶保奏、嘉慶二十一年五月初六日『粤撫奏稿』巻 10、東洋文庫蔵。
 11) 祁 奏、道光十三年九月初六日、軍機檔 65679号。
 12) 羅爾綱『李秀成自述原稿注』増補本、中国社会科学出版社、1995年、143頁。













 14) 尹佩棻奏、道光二年十二月初七日『宮中檔道光朝奏摺』第 1輯、394頁。
 15) 嵩溥奏、道光七年八月二十四日、軍機檔 56879号。なおこの上奏によれば、移民の世帯数は
13,190戸、小作地の数は田が 20,051 坵、畑が 20,087塊という。
 16) 菊池秀明『広西移民社会と太平天国』【本文編】、第 5章、297頁。










 18) 恩長奏、嘉慶十三年正月二十四日・十月初四日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 17輯、425頁・第 21輯、
367頁。
 19) 呉虎炳奏、乾隆四十二年十月初八日『宮中檔乾隆朝奏摺』第 40輯、337頁。
 20) 恩長奏、嘉慶十三年五月二十一日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 19輯、141頁。
 21) 呉虎炳奏、乾隆四十二年十月初八日『宮中檔乾隆朝奏摺』第 40輯、337頁。
 22) 恩長奏、嘉慶十三年五月二十一日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 19輯、141頁。
 23) 嵩溥奏、道光七年八月二十四日、軍機檔 56875号。





 26) 阮元奏、道光元年二月初一日『宮中檔道光朝奏摺』第 1輯、21頁。
 27) 恩長奏、嘉慶十二年四月十五日『天地会』7、184頁。
 28) 「抄録蒋宏慈等四月内呈撫藩各衙門粘單」『天地会』7、375頁。








 33) 光緒『鬱林州志』巻 12、選挙。鬱林州の黎姓は明代に 3名の生員を生み、清代には黎開紀（康
煕年間生員）、黎秀峰（乾隆年間武挙人、下山村人）、黎倬銘（光緒年間生員、岑地坡村人）が出
た。彼らと黎開紹兄弟との系譜関係は不明である。
 34) 光緒『鬱林州志』巻 12、選挙。順治年間から道光年間までの挙人以上の合格者は、南門口陳氏
が 17例、高山村牟氏が 8例、州背村・江岸村蘇氏が 8例、州背村・雲石村楊氏が 6例、新村文
氏が 4例、福綿村唐氏が 4例であった。
 35) 梁獻林「重修紫泉書院記」道光十二年（光緒『鬱林州志』巻 20、藝文）。
 36) 花杰「重修鬱林州城垣記」道光十六年、蘇宗経「紫泉書院新増学租碑記」道光十年（共に光緒
『鬱林州志』巻 20、藝文）。
 37) 鬱林『蘇氏族譜』巻 1、広西通志館蔵。この蘇氏は原籍広東順徳県で、明初に官僚移民として広
西へ入植したとの伝説を持つ。蘇宗経は 15代で、16代の蘇展霖（道光年間挙人）は咸豊年間に
団練を率いて容県の反乱軍平定に尽力した功績を認められ、梧州府教授などを歴任した。
 38) 恵吉奏、道光十六年二月十七日、軍機檔 70448号。
 39) 卿祖培奏、嘉慶二十五年七月十四日および附件「蒋彩玉致卿祖培書信」『天地会』7、372, 374頁。
「抄録蒋宏慈等四月内呈撫藩各衙門粘單」。





















 45) 梁章鉅奏、道光十八年七月二十九日『宮中檔道光朝奏摺』第 4輯、721頁。鄧廷楨等奏、道光
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十八年九月二十六日、軍機処奏摺録副、秘密結社項 8895-43号、中国第一歴史檔案館蔵。
 46) 周之琦奏、道光二十五年十一月二十六日『宮中檔道光朝奏摺』第 16輯、267頁。
 47) T. ハンバーグ『洪秀全の幻想』青木富太郎訳、生活社、1941年、139頁。
 48) 光緒『貴県志』巻 6、紀事寇畧、盗賊始末。
 49) 恩長奏、嘉慶十四年六月十八日『宮中檔嘉慶朝奏摺』第 25輯、120頁。
 50) 『宣宗実録』巻 12、道光元年正月壬戌の条。
 51) 鄭祖琛奏、道光二十八年三月二十五日、軍機檔 81940号およびその附件、同 81941号。
 52) 祁 奏、道光十三年四月二十一日、軍機檔 63348号。
 53) 鄭祖琛奏、道光二十七年八月二十九日・道光二十八年三月二十五日、軍機檔 79119号・81941号
（共に附件「広西省続獲積年劫搶竊逸犯清単」「広西省続獲積年劫搶逸犯案由罪名清単」）。
 54) 例えば道光 24年 (1844)には①東莞県で彭豆皮らの渡船強奪事件（耆英等奏、道光二十五年二月
二十八日、軍機檔 73452号）、②順徳県で梁亜勝らの官船襲撃事件（同奏、道光二十五年三月









 55) 蘇成額奏、道光八年四月二十日、軍機檔 60086号附件に「李栢青聴從結拜天地會」とある。
 56) 恵吉奏、道光十三年四月二十一日、軍機檔 63353号附件に「易家謀聴從結拜弟兄二次、又聴從
訛詐得財一次」「事犯在道光十一年正月十二日恩旨以前、到官在後」とある。





 59) 捻子については並木頼壽「清末皖北における捻子について」『東洋学報』59巻 3・4号、1978年。
郭豫明『捻軍史』上海人民出版社、2001年。
 60) 周之琦奏、道光二十一年十一月十五日『宮中檔道光朝奏摺』第 9輯、184頁。
 61) 周之琦奏、道光二十一年九月二十二日『宮中檔道光朝奏摺』第 8輯、553頁。
 62) 周之琦奏、道光二十一年十月十七日『宮中檔道光朝奏摺』第 8輯、759頁。
 63) 周之琦奏、道光二十二年二月十二日『宮中檔道光朝奏摺』第 10輯、249頁。
 64) 『宣宗実録』巻 52、道光三年五月辛巳の条。
 65) 周之琦奏、道光二十二年九月二十八日『宮中檔道光朝奏摺』第 10輯、249頁。
 66) 『堂匪総録』巻 9。
 67) 『宣宗実録』巻 12、道光元年正月壬戌の条。また『郷約条規』は『太平天国革命時期広西農民起
義資料』上冊、18頁。





 70) 寺田浩明「明清法秩序における『約』の性格」『アジアから考える 4　社会と国家』東京大学出
版会、1994年、10頁。
 71) 菊池秀明「太平天国期の広西における宗族と地域社会」『歴史学研究』686号、1996年、1頁。
 72) 周之琦奏、道光二十五年三月二十八日、軍機檔 73788号。





 76) 『堂匪総録』巻 1。
 77) 李紹昉奏、道光十六年五月十八日、軍機檔 71132号。
 78) 鄧廷楨奏、道光十六年十一月十七日、軍機処奏摺録副、秘密結社項 8895-45号。梁章鉅奏、道光
十八年閏四月二十日『宮中檔道光朝奏摺』第 4輯、139頁。
 79) 鄭祖琛奏、道光二十七年八月二十五日『宮中檔道光朝奏摺』第 20輯、283頁。同奏、道光
二十八年正月二十五日、軍機檔 81181号。
 80) 鄭祖琛奏、道光二十八年四月初十日、軍機檔 82134号。
 81) 『宣宗実録』巻 471、道光二十九年八月己丑の条。民国『思楽県志』巻 8。なおこの時都司鄧宗珩
らを殺害したのは後述の張嘉祥反乱軍であった（『平桂紀略』巻 1）。





 83) 民国『荔浦県志』巻 3。また鍾文典『太平天国人物』羅大綱、419頁。
 84) 鄭祖琛奏、道光二十八年三月二十八日、軍機檔 81998号。
 85) 明心道人「髪逆初記」中国近代史資料叢刊『太平天国』4、神州国光社、1952年、453頁。
 86) 兪鳳翰「粤寇起事記実」太平天国歴史博物館編『太平天国史料叢編簡輯』第 1冊、中華書局、
1961年、10頁。
 87) 『宣宗実録』巻 453、道光二十八年三月乙亥の条。








 94) 耆英等奏、道光二十五年二月二十八日・四月二十八日、軍機檔 73446号・74323号。
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 95) 耆英等奏、道光二十五年九月二十八日、軍機檔 76028号。
 96) 徐広縉等、道光二十九年三月二十五日・四月初十日、軍機処奏摺録副、農民運動類、反清項
8895-36号・8895-47号、中国第一歴史檔案館蔵。
 97) 徐広縉「奏陳三合会匪實在情形片」『鹿邑徐制軍（広縉）奏疏遺集』巻 3。
 98) 周之琦奏、道光二十五年四月二十八日・十月二十五日『宮中檔道光朝奏摺』第 14輯、281頁・
第 15輯、844頁。
 99) 耆英等奏、道光二十八年正月十七日、軍機檔 81813号。
 100) 民国『横県志』巻 5。民国『邕寧県志』巻 34。
 101) 「広西慶遠府生員莫子升等呈文」『清政府鎮圧太平天国檔案史料』1、36頁。
 102) 喬用遷奏、道光三十年十二月二十四日『清政府鎮圧太平天国檔案史料』1、138頁。
 103) 徐広縉等、道光二十九年三月二十五日、軍機処奏摺録副、農民運動類、反清項 8895-36号。
 104) T. ハンバーグ『洪秀全の幻想』66, 69, 82頁。また洪仁玕『太平天日』（西順藏編『原典中国近
代思想史』1、岩波書店、1976年、166頁）。なお洪秀全の投宿先となった賜穀村の王盛均は史料
中では「黄盛均」となっている。また貴県における移住の情況については菊池秀明「太平天国前
夜の広西における移住と民族―貴県の場合」（神奈川大学中国語学科編『中国民衆史への視座』
東方書店、1998年、83頁）を参照のこと。
